
 

                       日時：平成 27 年１０月９日（金） 

 1 ９ ： 0 0 ～ 2 1 ： 0 0 

 場所：厚生労働省仮設第１会議室（１階）   

 

女性歯科医師の活躍に係る意見交換会 
議 事 次 第 

 

 

○  女性歯科医師の活躍に関すること 

 

○ その他 

 

 

【資料】 

資料１ 女性歯科医師の活躍に関する意見等について 

 

【参考資料】 

参考１ 「女性歯科医師意見交換会」における資料作成のための事前調査 

参考２ 「歯科医師の資質向上検討会」女性歯科医師の活躍に関する WG 

参考３ 「平成 27 年度関東女性歯科医師の会」総会 

 

 

 

第３回 女性歯科医師の活躍に関するワーキンググループ 

参考資料１ 
平成 27 年 11 月 25 日 



 

女性歯科医師の活躍に係る意見交換会 
 

氏 名 役職等 

石井 聖子 理事 

伊藤 明子 理事 

岡部 浩子 顧問 

神林 恭 理事 

桐原 仁子 理事 

志田 佐和子 理事 

杉井 章子 理事 

鈴木 千枝子 副会長 

髙野 博子 理事 

竹内 千恵 副会長 

武田 雅子 理事 

竹中 和恵 理事 

中村 文子 理事 

難波 みち子 監事 

橋本 洋子 会長 

東川 輝子 理事 

平澤 詩子 理事 

藤岡 万里 理事 

山田 茂子 監事 

割田 幸恵 理事 

敬称略・五十音順 
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女性歯科医師の活躍に関する意見等について 

 

 

 

○ 自分の年齢やライフイベント等の変化に合わせて、働き方等を柔軟に変化させるためには、 

多様な選択肢が用意されていることが望ましい。 

→育児期間中の勤務時間の変更。 

→フレックス制の導入。 

→シフト制の導入。 

○ 女性の継続勤務のための支援制度の導入が重要である。 

 →育休、産休の整備。（雇用保険） 

○ 妊娠・出産の時期に業務内容への配慮が必要ではないかとの指摘もある。 

○ 世代間で働き方等に対する意識の違いが大きいとの意見もある。 

○ 世代間でセクシャルハラスメント、パワーハラスメント等に対する意識の違いが大きいとの意 

見もある。 

→管理開設者向けの研修等を実施してはどうか。 

○ 女性歯科医師の支援を円滑に進めるために、現状の把握が重要であるとの指摘もある。 

 

 

 

 

【社会全体の課題】 

○ 育児、介護等は女性側の負担が大きいとの指摘もある。 

→親族、ベビーシッター等で対応。 

○ 保育施設の手配が困難であるとの指摘もある。 

 →歯科医師会等において、保育施設の設置。 

 

【歯科における課題】 

○ 予約診療であることから、育児・介護、自身の病気・怪我等の際、代診が必要となる場合があ 

る。 

→非常勤希望者の登録システムを導入してはどうか。 

→代診の手配のシステム化してはどうか。 

○ 小規模事業所が多いことから、職員の退職、休暇等の影響が大きい。  

 

 

１ 従事者が継続して勤務するために工夫について 

２ 歯科医師として勤務するなかで、女性ならではの困難な経験と、その解決方法。 

資料１ 
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○ 小規模事業所が多く、各診療所単位で新たな歯科専門職の雇用や非常勤雇用の機会を増やすこ

とは困難である。 

→複数の歯科診療所で協力して歯科専門職を雇用してはどうか。 

→歯科医師会や行政等がコーディネートするシステムはできないか。 

○ 規模の小さな事業所における働き方支援の取組状況等を他の事業所と共有する機会が少ない。 

→非常勤歯科医師等の雇用についてのモデル事例等の紹介、共有をしてはどうか。 

○ 歯科医師の臨床経験や専門性、歯科診療所の勤務条件等に応じた需給の現状が明確ではない。 

○ 就職活動が知人の紹介等に依存するところが大きく、体系的な就職・復職支援等の取組が不十 

分である。 

→非常勤希望者の登録システムを導入してはどうか。 

→代診の手配をシステム化してはどうか。 

○ 管理開設者の更なる配慮等が必要ではないか。 

→福利厚生も含めた雇用条件を明示することを推奨してはどうか。 

→複数主治医制による診療体制をとってはどうか。 

→歯科診療所としての治療方針や治療計画を共有してはどうか。 

○ 専門性を評価され、給与体系等にも反映されるような環境づくりが必要ではないか。 

 

 

 

 

 

○ 若年歯科医師の有給常勤ポストが少なく、多様なキャリアパスが描きづらい。 

→学部入学後、早期からのキャリアデザイン教育を実施してはどうか。 

→学部教育において、同窓会と連携した講義等を実施してはどうか。 

→多様なキャリアの選択肢があることを積極的に提示してはどうか。 

 →企業、研究機関、行政機関等への見学研修を実施してはどうか。 

○ 同じ職場等の身近な環境に年齢の近い先輩歯科医師がいないためイメージが湧きづらい。 

→卒業生によるロールモデル研修会等を実施してはどうか。 

 

 

 

 

 

 

３ 非常勤歯科医師の雇用拡大のために必要な体制等の整備 

４ 自分の将来像、キャリアパス等が描けるよう、大学教育や臨床研修等でどのような指導等が必

要か。 
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○ 一定の臨床経験を有する歯科医師には、訪問歯科診療、麻酔、矯正等は非常勤でのニーズも高

いため、キャリアプランを考えるうえで有効ではないか。 

→特に、訪問歯科診療を提供するためには、基本的な歯科診療の技術に加えて求められる知識

や技術を習得する研修の場が必要。 

○ 新たな知識・技術等を習得できる研修等の取組が不足しているのではないか。 

 →復職時の研修。 

→小規模のスタディグループ等が多いが、系統的・組織的に研修を行える体制を整備が必要。 

→多職種との連携等のための研修。 

○ 行政、学校等の検診、健康教育等を請け負う登録システムを整備してはどうか。 

 

 

 

 

○ 女性歯科医師が活躍しやすい環境は、男性歯科医師が活躍しやすい環境と同義であることの認 

識を高める努力が必要。 

○ リーダーシップ向上研修や管理職研修の実施。 

○ 相談窓口、人材バンク等に対する支援。 

 

６ 今後、女性歯科医師には、どのような活躍の場が想定されるか。また、そのためには、どのよ

うな研修等が必要か。 

７ その他、女性歯科医師の活躍を推進するために、更にどのような議論が考えられるか。 



事 務 連 絡 

平成 27 年 9 月 7 日 

 

東京都女性歯科医師の会 会長 殿 

   

 

厚生労働省医政局歯科保健課  

 

 

女性歯科医師の活躍に係る意見交換会の開催について 

 

 

平素より厚生労働行政にご協力賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、このたび、当課では、女性歯科医師の活躍に係る意見交換を目的として、標記意見

交換会を下記のとおり開催いたします。ご多忙のところ恐縮ではございますが、ご出席賜り

ますようお願い申し上げます。 

なお、標記意見交換会の円滑な進行のため、論点及び主な意見を取りまとめた資料を作成

したいと考えています。つきましては、別紙用紙にご記入のうえ、９月 16 日（金）までに

下記連絡先あて、ＦＡＸにてご返送いただきますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

  １．日 時  平成 27 年 10 月９日（金）午後７時 00 分～午後９時 00 分 

 

  ２．場 所  厚生労働省会議室 

 

  ３．内 容  女性歯科医師の活躍に関すること 

 

 

 

 

 

 

 

＜連絡先＞   

厚生労働省医政局歯科保健課 

担当：奥田 

電話：03-5253-1111（内線2553） 

FAX ：03-3595-8687   

参考資料１ 



  



 

「女性歯科医師意見交換会」における資料作成のための事前調査 

 

 

氏 名                   

                           （氏名は公表しません） 

歯科医籍登録年（ 昭和 ・ 平成    年）  

離職経験   □ 有  （   年   ヶ月 ） 

□  無 
 

以下、あなたの従事する歯科医療機関等について回答をお願いします。 

主に従事している施設 □ 歯科診療所（開設又は管理） 

□ 歯科診療所（勤務） 

□ 医育機関（大学附属病院を含む） 

□ その他（具体的に           ） 

 

雇用条件 □ 常勤 

□ 非常勤 

□ その他（具体的に            ） 

 

勤務先の規模  歯科医師   名、歯科衛生士   名、ユニット   台 

 

有給休暇（雇用主を除く）の取得状況はどのくらいですか。 

□ 5 日以内     □ 5 日～10 日    □ 10 日以上 

 

職員（雇用主を除く）が学会や研修会等に参加する場合は、どのような取扱になりますか。 

□ 出勤扱い     □ 有給休暇     □ 無給休暇 

 

フレキシブルな勤務形態（時短勤務等）の実績がありますか。 

□ 実績あり（雇用保険からの給付有り） 

□ 実績あり（   〃     無し） 

□ 制度なし 

 

従事者が継続して勤務を続けやすくするために工夫されていることはありますか。 

□ ある（具体的に                  ） 

□ ない 

 

 

 

 

【裏面につづく】 

宛先：厚生労働省医政局歯科保健課 奥田 宛   FAX：０３－３５９５－８６８７ 
別紙 



 

問 女性歯科医師として勤務するなかで、女性ならではの困難を経験されましたか。また、 

どのように解決されましたか。 

【困難の内容】                                        

                                          

【解決の方法】                                         

                                                

 

問 歯科医師数の増加に対して、歯科医療機関数の増加が鈍化していることを鑑みれば、非

常勤歯科医師の雇用拡大が求められるが、地域医療においてどのような体制整備が考えら

れるか。 

                                          

                                          

                                            

 

問 自分の将来像、キャリアパス等が描けるよう、大学教育や臨床研修等でどのような指導

等が必要か。 

                                                                                     

                                                          

 

問 女性歯科医師がフレキシブルな勤務形態で働くために、どのような体制整備等が必要 

か。（雇用側はどのような支援が可能か、従事側はどのような体制を希望しているか） 

【雇用側】                                                                      

                                                                                         

【従事側】                                             

                                                                    

 

問 今後、女性歯科医師には、どのような活躍の場が想定されるか。また、そのためには、

どのような研修等が必要か。 

【活躍の場】                                        

                                                                                                                             

【研修内容】                                                            

                                          

 

問 その他、女性歯科医師の活躍を推進するために、更にどのような議論が考えられるか。 

                                                  

                                          

【質問は以上です。ご協力いただきありがとうございます。】 

 

別紙 


